
の参加者に対する血圧の測定結果から，ワークショップ前に比

較してワークショップ後の平均血圧が低下した参加者は，ワー

クショップ前後のフェーススケール評価に変化がないことが示

された。これにより，フェーススケール評価における気分に変

化がない参加者は，ワークショップのプログラムがリラックス

するような刺激になったことで平均血圧が低下した可能性があ

ると考えられる。フェーススケールによる気分の評価は，安心，

リラックスなどに関する気分の評価とは異なる，興奮，わくわ

くなどの気分を評価する尺度に関係することが考えられ，今後，

更に調査する必要がある。気分の変化と血圧との関係を調査す

ることによって，主観評価が難しい小児の心理状態について明

らかにしたいと考える。

作品の形および主要色に関わる「能動アート」プログラムの

デザイン要素について調査した結果，ナースコールのデバイス

の形から連想した作品の形象，デバイスの形の影響がみられる

作品の形，また，作品の主要色が作業シートの色に同調する傾

向を確認した。今後，「能動アート」プログラムのデザイン要

素である部品の形や作業シートの色について，それらの刺激を

コントロールした基礎実験を実施して，作品の形および主要色

との関係を明らかにする必要がある。加えて，参加者は，作品

に目口を付けて顔表情を作っており，作品を生き物のように捉

えることで生じる作品との会話やアイコンタクトに繋がってい

ることが示唆された。今後，目口がある作品に対する愛着やイ

ンタラクション効果について更に研究を展開したいと考える。

本研究で得られた作品の形や色，目口のパーツに関わる「能

動アート」プログラムのデザイン要素を明らかにすることで，

小児医療施設の 向上に有効な心理的効果に着目したプログ

ラムの開発に繋げたい。また，主観的な気分の評価と客観的な

血圧など生理指標との関係を調査し，「能動アート」プログラ

ムの効果を明らかにする必要がある。本研究は，長期間の入院

生活が強いられる小児がんの治療において，「能動アート」が

果たし得る小児の心身の発達に効果的なプログラムを導き出す

ための基礎資料となる。

本研究は，明星大学研究倫理委員会および筑波大学附属病院臨

床研究倫理審査委員会の承認，筑波大学附属病院でのワークシ

ョップ参加者の親権者およびチャイルド・ケモ・ハウスの同意

を得て実施した。

本研究は， 科研費 の助成による研究の一環とし

て実施したものです。本研究にご協力をいただきました筑波大

学附属病院小児総合医療センターおよびチャイルド・ケモ・ハ
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要旨

色記憶を考慮したカラーデザインを可能にするためには、まず各色が

色記憶においてどのように移行するのかを知る必要がある。これまでに

色記憶の移行に関する平均値データが報告されているが、個人差が大き

ければその平均値はカラーデザインに使用できない。また色記憶のデー

タとしてすべての色を調べることはできないという問題点もある。本研

究では、どのような色は平均値データをカラーデザインに用いることが

できるか、どのような色は平均値データの間を色空間中で補間してカラ

ーデザインに用いることができるか、についての知見を得ることを目的

とした。そこで、フォーカル色の再生実験と色記憶の再生実験、カテゴ

リカルネーミング実験を行った。その結果、参加者が共通した色カテゴ

リーに認識している色は、平均値データをカラーデザインへ利用できる

可能性があり、色空間中で近い位置関係にあるデータから補間できる可

能性があった。一方、色カテゴリーの認識が参加者に依存する色の結果

は、３種類の傾向に分かれることがわかった。

Summary  
To construct color design techniques with respect to 

color memory, it is necessary to know the manner in 
which each color shifts in color memory. Previous 
studies report that the mean data of the color memory 
shift, but not all data can be utilized for color design, as 
there are high individual differences. In this study, we 
investigated what color data can be utilized in color 
design, and what data can be interpolated in color space. 
We performed a reproduction experiment of focal color 
and color memory as well as the categorical naming 
experiment. Results showed that the data of colors that 
can be recognized as a common color category can be 
used in color design. Results also showed that it might 
be possible to interpolate such data using data of 
neighborhood colors. For data of colors recognized as 
different color categories depending on observers, 
results could be categorized into three groups.  

 

１．はじめに

近年、スマートフォンの急速な普及により、ホームページを

はじめアプリケーションなど、個人でパソコンを使用してビジ

ュアルコンテンツを制作する機会が増加している。ビジュアル

コンテンツを制作するにあたって、造形要素の一つである色は、

見る人に与える心理的影響が大きく重要な役割を担う。アメリ

カでの調査では、購買動機の ％以上が視覚からの情報による

としている 注１ 。そのため、カラーデザインを行う際には色

が持つ心理的効果を考慮して色彩管理を行わなければならない。

心理的効果を適切に考慮し、カラーデザインを行うことによっ

てデザイナが意図するビジュアルコンテンツのイメージを正確

に消費者に伝えることができる。

一方で、色の記憶（以降、色記憶と記述する）は時間が経つ

につれて移行することが知られている。一般的に色は記憶内で

彩度が増加する方向に移行すると言われている 注２ 。色記憶

が移行するのであれば、上述したような色彩管理が行われるカ

ラーデザインにおいて、色記憶の移行を考慮した色の選択を行

うことには利点がある。例えば、色記憶を考慮したカラーデザ

インを行うことができれば、選択した色の印象の変化を防ぐだ

けでなく、時間経過を利用して印象が変化する新たなカラーデ

ザインを行うことができると期待される。

色記憶に関する先行研究において、再生あるいは再認の実験

方法によって色記憶の移行の特徴や、記憶の正確性が調べられ

るのが一般的である。これらの実験では、実験時間の都合や実

験参加者への過負荷を避けるように、典型的・特徴的な色を選

択し刺激として使用されるため、一度に調べられる色数は多く

ない。そのため、得られている情報は断片的とならざるを得な

い。しかしながら、カラーデザインにおいては色空間を網羅し

た色記憶の移行に関するデータが必要不可欠である。そこで色

記憶に深い関係があるといわれる 注３ 色カテゴリーによって

色空間を分割し、その分割した領域での色記憶の傾向を調べる

ことができれば、調べられていない領域を補間することができ

ると考えられる。色記憶をカラーデザインに利用するためには、

色記憶の移行データを集めると同時に、色カテゴリーの視点か

ら色記憶の移行について知見が必要となる。

カラーデザインに色記憶を利用するための基礎的研究
─色カテゴリーから見る色記憶の特徴

Basic Research for Utilizing Color Memory in Color Design 
─Characteristics of Color Memory from the Viewpoint of Color Category 
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２．先行研究と目的

現在、色記憶の移行については様々な研究が行われている。

ら 注４ 、 注５ 、 ら 注６ 、松田ら 注

７ は、記憶した色を再生あるいは再認の方法によってつくり

出し、記憶した色とつくり出した色の変化を調べることによっ

て、各刺激における再認の誤差 注４ や、再生精度 注５、６ 、

色記憶の移行の方向 注７ 等を調べた。これらの研究において

は、使用された刺激の変化にのみ着目しており、用いた刺激の

色空間中の周辺にある色の変化までは調べられていない。

注８ 、槙ら 注９ 、 ら 注 、 注

や、我々の先行研究 注 は、上記の研究と同様に再認あ

るいは再生の方法によって実験を行った。これらの研究におい

ては、色記憶は全体的に彩度が上昇すること 注８、 や、低

彩度の色は色相における個人差が大きい 注９ 、暖色系の色は、

寒色系の色よりも再認の精度が高い 注 、 色空間にお

いて、 値が 以上の色において明度の低下が見られる 注

等、個別の色に依存するだけでなく、色空間中での位置に依存

した大域的な色記憶の移行の傾向も報告された。ただし、これ

らの結果は数人から数十人の再生・再認実験の平均値として報

告されていることが多いため、次に述べる色カテゴリーの影響

を考慮すると、その平均値に意味があるかどうかという判断が

必要であると考えられる。

内川 注３ 、杉山ら 注 は色記憶の移行と色カテゴリー

との関係について調べた。色カテゴリーは色空間を分割した領

域のことであり、これは色空間的な視点から色記憶の移行につ

いて調べられていると言える。色は記憶内であいまいになるが、

そのあいまいさが色カテゴリー内に留まることを記憶のカテゴ

リー性という 注 。杉山ら 注 は色票の色を記憶し、カ

スケード選択法という手法によって記憶内の色の曖昧さ範囲を

調べ、次に、色票をカテゴリカルカラーネーミング実験によっ

て の色カテゴリーに分類した。この２つの実験結果を比較

することによって、記憶による色の再認の不確かさと色のカテ

ゴリカル領域の関係を調べた。その結果、色カテゴリーの中心

に近いテスト色票に対して記憶によって選ばれた色票は、１つ

の色カテゴリー内に分布し、フォーカル色の方向へシフトする

場合が多かった。また、色カテゴリーの境界付近のテスト色票

に対して記憶によって選ばれた色票は、２つの色カテゴリーに

同時にまたがって分布することは少なく、どちらかの色カテゴ

リーにのみ分布することが示された。フォーカル色とは、カテ

ゴリー領域を代表する最もその色カテゴリーらしい色のことを

言う。これは、色カテゴリーの境界付近において色記憶の曖昧

さ範囲は、単に大きくなるわけではなく、その個人が知覚する

色カテゴリーに影響を受け偏りが生じていることを表している。

色カテゴリーやフォーカル色の分布は、個人差がある 注

ため、内川 注３ 、杉山ら 注 の研究結果は、多人数に対し

て色カテゴリーの境界付近の色の記憶を調べた場合、その記憶

した色が、色カテゴリー判断を異にするいくつかの集団による

多峰性の分布を示す可能性を示唆している。すなわち、対象と

する刺激色が大半の人にとって同一の色カテゴリーとして認識

されているかが問題になる。そして、再生・再認実験による色

記憶の移行の平均値データをカラーデザインに用いる場合、そ

のデータは大半の人の色記憶の傾向を表すデータなのか、そう

でないのかを見極めたうえで使用する必要がある。

本研究の目的は、各刺激の色カテゴリーと色記憶の移行の平

均値データとの関係を整理し、主に次の２つの知見を得ること

である。

１ どのような色において色記憶の移行の平均値データをカラ

ーデザインに用いることができそうか。

２ どのような色において得られている平均値データの間を補

間してカラーデザインに用いることができそうか。

そこで本研究では、まず液晶ディスプレイに表示したカラー

パレットを使用してフォーカル色の分布を調べた。そして、色

空間内の全体的な傾向を見るという事を考慮して刺激を選択し、

液晶ディスプレイに表示した各刺激に対して色記憶の再生実験

と色カテゴリーを分類する実験を行った。これらによって、選

択した刺激がどのような色カテゴリーに認識されているのか、

そして、その刺激の色記憶の移行はフォーカル色の影響がある

のかどうかを調べた。そして、色記憶に関する実験データをカ

ラーデザインへ利用する可能性について議論した。

３．フォーカル色の再生実験

フォーカル色

色記憶の再生実験を行う前に、 色空間におけるフォー

カル色の分布を調べた。フォーカル色は、 ら 注 が

報告した基本色彩カテゴリー 色 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、 のうち、

と を除く９色のカテゴリーについて調べた。基本

色彩カテゴリーの色名は他の色名と区別するため英語表記とす

る。

実験環境

色刺激 以降、刺激と記述する の呈示には液晶ディスプレイ

、 を モードに設定し、

キャリブレーションを行った後に使用した。実験室は の

標準的な観察環境に基づき、 の蛍光灯を用いて、ディス

プレイ周辺の照度を約 にした。視距離は顎台を用いて

に保ち、刺激の大きさを視角 °にした 図１ 。背景色は黒

、 、 とした。これは、刺激と背景色

の境界の部分にハレーションが起こるのを防ぐためである。
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２．先行研究と目的

現在、色記憶の移行については様々な研究が行われている。

ら 注４ 、 注５ 、 ら 注６ 、松田ら 注

７ は、記憶した色を再生あるいは再認の方法によってつくり

出し、記憶した色とつくり出した色の変化を調べることによっ

て、各刺激における再認の誤差 注４ や、再生精度 注５、６ 、

色記憶の移行の方向 注７ 等を調べた。これらの研究において

は、使用された刺激の変化にのみ着目しており、用いた刺激の

色空間中の周辺にある色の変化までは調べられていない。

注８ 、槙ら 注９ 、 ら 注 、 注

や、我々の先行研究 注 は、上記の研究と同様に再認あ

るいは再生の方法によって実験を行った。これらの研究におい

ては、色記憶は全体的に彩度が上昇すること 注８、 や、低

彩度の色は色相における個人差が大きい 注９ 、暖色系の色は、

寒色系の色よりも再認の精度が高い 注 、 色空間にお

いて、 値が 以上の色において明度の低下が見られる 注

等、個別の色に依存するだけでなく、色空間中での位置に依存

した大域的な色記憶の移行の傾向も報告された。ただし、これ

らの結果は数人から数十人の再生・再認実験の平均値として報

告されていることが多いため、次に述べる色カテゴリーの影響

を考慮すると、その平均値に意味があるかどうかという判断が

必要であると考えられる。

内川 注３ 、杉山ら 注 は色記憶の移行と色カテゴリー

との関係について調べた。色カテゴリーは色空間を分割した領

域のことであり、これは色空間的な視点から色記憶の移行につ

いて調べられていると言える。色は記憶内であいまいになるが、

そのあいまいさが色カテゴリー内に留まることを記憶のカテゴ

リー性という 注 。杉山ら 注 は色票の色を記憶し、カ

スケード選択法という手法によって記憶内の色の曖昧さ範囲を

調べ、次に、色票をカテゴリカルカラーネーミング実験によっ

て の色カテゴリーに分類した。この２つの実験結果を比較

することによって、記憶による色の再認の不確かさと色のカテ

ゴリカル領域の関係を調べた。その結果、色カテゴリーの中心

に近いテスト色票に対して記憶によって選ばれた色票は、１つ

の色カテゴリー内に分布し、フォーカル色の方向へシフトする

場合が多かった。また、色カテゴリーの境界付近のテスト色票

に対して記憶によって選ばれた色票は、２つの色カテゴリーに

同時にまたがって分布することは少なく、どちらかの色カテゴ

リーにのみ分布することが示された。フォーカル色とは、カテ

ゴリー領域を代表する最もその色カテゴリーらしい色のことを

言う。これは、色カテゴリーの境界付近において色記憶の曖昧

さ範囲は、単に大きくなるわけではなく、その個人が知覚する

色カテゴリーに影響を受け偏りが生じていることを表している。

色カテゴリーやフォーカル色の分布は、個人差がある 注

ため、内川 注３ 、杉山ら 注 の研究結果は、多人数に対し

て色カテゴリーの境界付近の色の記憶を調べた場合、その記憶

した色が、色カテゴリー判断を異にするいくつかの集団による

多峰性の分布を示す可能性を示唆している。すなわち、対象と

する刺激色が大半の人にとって同一の色カテゴリーとして認識

されているかが問題になる。そして、再生・再認実験による色

記憶の移行の平均値データをカラーデザインに用いる場合、そ

のデータは大半の人の色記憶の傾向を表すデータなのか、そう

でないのかを見極めたうえで使用する必要がある。

本研究の目的は、各刺激の色カテゴリーと色記憶の移行の平

均値データとの関係を整理し、主に次の２つの知見を得ること

である。

１ どのような色において色記憶の移行の平均値データをカラ

ーデザインに用いることができそうか。

２ どのような色において得られている平均値データの間を補

間してカラーデザインに用いることができそうか。

そこで本研究では、まず液晶ディスプレイに表示したカラー

パレットを使用してフォーカル色の分布を調べた。そして、色

空間内の全体的な傾向を見るという事を考慮して刺激を選択し、

液晶ディスプレイに表示した各刺激に対して色記憶の再生実験

と色カテゴリーを分類する実験を行った。これらによって、選

択した刺激がどのような色カテゴリーに認識されているのか、

そして、その刺激の色記憶の移行はフォーカル色の影響がある

のかどうかを調べた。そして、色記憶に関する実験データをカ

ラーデザインへ利用する可能性について議論した。

３．フォーカル色の再生実験

フォーカル色

色記憶の再生実験を行う前に、 色空間におけるフォー

カル色の分布を調べた。フォーカル色は、 ら 注 が

報告した基本色彩カテゴリー 色 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、 のうち、

と を除く９色のカテゴリーについて調べた。基本

色彩カテゴリーの色名は他の色名と区別するため英語表記とす

る。

実験環境

色刺激 以降、刺激と記述する の呈示には液晶ディスプレイ

、 を モードに設定し、

キャリブレーションを行った後に使用した。実験室は の

標準的な観察環境に基づき、 の蛍光灯を用いて、ディス

プレイ周辺の照度を約 にした。視距離は顎台を用いて

に保ち、刺激の大きさを視角 °にした 図１ 。背景色は黒

、 、 とした。これは、刺激と背景色

の境界の部分にハレーションが起こるのを防ぐためである。
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実験参加者

～ 歳（平均年齢 歳）の学生、計 名（男性 名、

女性 名）が参加した。そのうち、色彩についての学習を受

けているものは 名であった。実験前に全実験参加者に対し、

標準色覚検査表 注 を用いた検査を行い色覚が正常であるこ

とを確認した。

実験手続き

はじめに実験参加者にフォーカル色についての説明を行った。

説明は、「フォーカル色とは色カテゴリーを代表する色のこと

を言う。例えば、赤という色カテゴリーには色々な見えの赤、

つまり黄に近い赤、暗い赤、青味が含まれている赤等がある。

その中で最も赤らしい『赤』がフォーカル色 である。」と

いう内容であった。説明後、液晶ディスプレイ右下に基本色彩

カテゴリーの色名９色をランダムに呈示した 図２ 。実験参加

者は呈示された色名から想像されるフォーカル色を、カラーパ

レットを用いて画面中央に再生した。カラーパレットは左側に

色相パレット、右側に明度・彩度パレットを呈示した。

結果と考察

フォーカル色の再生実験の結果を 色空間にプロットし

たものを、後に色記憶の再生実験の結果と共に示す 図５ 。今

回調べた９色のフォーカル色の分布については、 平面にお

いて 、 の領域にどのフォーカル色も分布は見られな

かった。この領域は 軸上の緑の領域と、 軸上の青の領域

の間の領域であり、今回使用した基本色彩カテゴリーの中間に

あたる青緑等の色カテゴリーが分布していたと考えられる。

４．色記憶の再生実験

刺激

呈示する刺激 基準刺激 は計 色とし、 表色系の中

から 色空間で呈示できる色域より選択した。選択は、色

空間内を網羅し、刺激間の距離が等間隔になるようにした。ま

た、色を再生する際に基準刺激の周囲から一定の範囲で色を選

択できるようにするため、色空間内において高彩度、高明度、

低彩度、低明度の色は避け、以下の方法で選択した。まず

軸上において、 値が０を中心に 刻みになる位置の色を選

択し、その中で 値が を中心に 刻みになる位置の色を刺

激とした。次に、 軸上においても同様に 値が０を中心に

刻みになる位置の色を選択し、その中で 値が を中心に

刻みになる位置の色を刺激とした 図 、図 。 軸上

において 値がプラスの範囲の色相を 、マイナスの範囲の色

相を 、 軸上において 値がプラスの範囲の色相を 、マイ

ナスの範囲の色相を と表記する。等色相面内の色の表記の仕

方については、例えば の等色相面内において、最高彩度かつ

最高明度の色を とした。 と同彩度の刺激がある場合は

その色を 、無い場合は次に彩度が高く最高明度の刺激を

とし、高彩度、高明度の色から順に番号を付けた。選択した色

の測色値を表１に示す ２次元高速色彩輝度計㈱東洋テクニカ

で計測 。

実験環境と実験参加者

実験はフォーカル色の再生実験と同じ環境で行った。実験参

加者は、フォーカル色の再生実験に参加した同じ 名であっ

た。両実験は間に休憩をはさみ同じ日に行った。

実験手続き

実験参加者への課題は、呈示された色を記憶し再生させると

いうことであった。実験画面を図４に示す。液晶ディスプレイ
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の画面左側に基準刺激の呈示画面、右側に色記憶の再生画面、

画面下方にパレットを配置した。初めにディスプレイ左側へ基

準刺激を呈示し、５秒間見て記憶させた。記憶直後、基準刺激

が消え、液晶ディスプレイ下方に色相のパレットを呈示した。

色相のパレットから色を選択すると、色相のパレットの右側に

明度・彩度のパレットを呈示した。明度・彩度のパレットから

色を選択すると、色記憶再生画面に選択した色を呈示した。色

記憶再生画面に選択した色が呈示されてからでも、色相、明度・

彩度のパレットからの選択は随時可能とした。実験参加者には

記憶した色が再生できた時点で合図させ、そこで１つの刺激に

対する色記憶再生作業の終了とした。その後、 秒間のインタ

ーバルを取り次の刺激を呈示した。刺激を呈示する順番はラン

ダムにした。刺激９枚を１セットとし、１セットの作業を行う

ごとに３分間程度の休憩を設けた。

結果と考察

色記憶の再生実験の結果を、フォーカル色の実験結果と共に

図５に示す。図５ 上 は 色空間における 平面であ

り、横軸は 軸、縦軸は 軸を表している。図５ 下 は

色空間における 平面であり、横軸は 軸 、

縦軸は 軸を表している。フォーカル色については、再生され

た 人のフォーカル色のデータを全てプロットしている。

色記憶の再生については基準刺激と、 人の実験参加者の再

生刺激の座標の平均値を示している。また、基準刺激に対して

再生された再生刺激との色差 ⊿ を矢印で示している。各刺

激の明度差 ⊿ 、彩度差 ⊿ 、色相差 ⊿ について差の有

意性を調べるため、０を基準として ％信頼区間を求めた。表

２において、有意差があった箇所に マークを印している。

刺激中 と の２刺激は有意差が見られなかった。この２

刺激については結果、考察を省略する。色相差に有意差が見ら

れた刺激について、色相 の刺激は 値がマイナスの方向へ移

行する傾向が見られた。色相 の刺激は 値がマイナスの方向

へ移行する傾向が見られた。色相 、色相 の刺激は一貫した

傾向が見られなかった。明度差に有意差が見られた刺激につい

て、比較的高明度である 、 、 、 、 、 、

は明度が下降する傾向が見られた。また、比較的低明度である

は明度の上昇が見られた。彩度差に有意差が見られた

刺激について、 、 、 を除く 刺激は彩度が上昇する

傾向が見られた。

先行研究において、本研究と類似した再生の方法で実験が行

われた ら 注 の結果と比較する。 ら 注

の研究では、色記憶の特徴として明度の変化が少なく、ほぼす

べての刺激において彩度の上昇が見られた。また色相は比較的

忠実に記憶されるということが報告された。今回の実験結果で

は、彩度の移行について変化の見られた刺激において、 刺激

中 刺激の彩度が上昇する傾向が見られたことから、先行研

究と一致したと言える。本研究で使用した刺激は、 ら 注

が使用した刺激の分布よりも広範囲から選択した。

ら 注 の刺激と同じ領域 値が ～ の範囲 に分布する

刺激については、明度の移行はほとんど見られなかったことか

ら、先行研究の報告と一致した。また ら 注 の調べ

られていない範囲の色記憶の傾向を調べることができ、その範

囲において、高明度の色は明度が低下し、低明度の色は明度が

上昇する結果が得られた。色相については、 ら 注

の結果において色相の移行はほとんど見られなかったのに対し、

本研究では 刺激中 刺激において色相の移行が見られた。

これは、本実験の再生の手順において、色相の選択を明度・彩

度の選択と分離したという色の選択方法の違いが結果の違いと

して表れた可能性がある。

次に我々の先行研究 注 と比較する。先行研究では明度に

ついて、 値が 以上の刺激において明度の低下がみられる

傾向が報告された。今回の結果においても比較的明度の高い刺

激においては明度の低下が見られ一致していた。彩度について

は、先行研究において８割 刺激中 刺激 の彩度の上昇が

見られており一致していた。また比較的高彩度の色について、

彩度が低下する傾向が報告された。これについて、今回彩度の

低下が見られた 、 、 は各等色相面において比較的高

彩度の色であったことから一致したと言える。色相については、

、 の範囲において、色相の移行に一貫性が見られない

結果が報告された。これは、今回の実験結果においても特に色

相 の分布している 軸付近の刺激に同様の傾向が見られた。

また、色相 が分布する 軸付近の刺激が時計回りに、色相

が分布する 軸の色が反時計回りに移行する結果が報告され

た。これらについても、今回の実験結果において同様の傾向が

見られた。これらのことから、我々の先行研究 注 の結果と

は概ね一致する傾向が見られたといえる。

以上のことから、先行研究も踏まえて一貫した傾向を示して

いる色（ １、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

）に関しては、その結果の再現性からカラーデザインに利

用できる可能性がある。しかも、これらの色の場合、色空間上

で近い位置にある色は、それらの色記憶の移行傾向が似通って

おり、刺激として用いた色以外の色であっても、それらの刺激

の間の色であればおおよその補間ができる可能性がある。ただ

し、１節で述べたように色カテゴリーとの関係も考慮しなくて

はならないため、引き続き６節で議論する。一方、 軸付近
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の画面左側に基準刺激の呈示画面、右側に色記憶の再生画面、

画面下方にパレットを配置した。初めにディスプレイ左側へ基

準刺激を呈示し、５秒間見て記憶させた。記憶直後、基準刺激

が消え、液晶ディスプレイ下方に色相のパレットを呈示した。

色相のパレットから色を選択すると、色相のパレットの右側に

明度・彩度のパレットを呈示した。明度・彩度のパレットから

色を選択すると、色記憶再生画面に選択した色を呈示した。色

記憶再生画面に選択した色が呈示されてからでも、色相、明度・

彩度のパレットからの選択は随時可能とした。実験参加者には

記憶した色が再生できた時点で合図させ、そこで１つの刺激に

対する色記憶再生作業の終了とした。その後、 秒間のインタ

ーバルを取り次の刺激を呈示した。刺激を呈示する順番はラン

ダムにした。刺激９枚を１セットとし、１セットの作業を行う

ごとに３分間程度の休憩を設けた。

結果と考察

色記憶の再生実験の結果を、フォーカル色の実験結果と共に

図５に示す。図５ 上 は 色空間における 平面であ

り、横軸は 軸、縦軸は 軸を表している。図５ 下 は

色空間における 平面であり、横軸は 軸 、

縦軸は 軸を表している。フォーカル色については、再生され

た 人のフォーカル色のデータを全てプロットしている。

色記憶の再生については基準刺激と、 人の実験参加者の再

生刺激の座標の平均値を示している。また、基準刺激に対して

再生された再生刺激との色差 ⊿ を矢印で示している。各刺

激の明度差 ⊿ 、彩度差 ⊿ 、色相差 ⊿ について差の有

意性を調べるため、０を基準として ％信頼区間を求めた。表

２において、有意差があった箇所に マークを印している。

刺激中 と の２刺激は有意差が見られなかった。この２

刺激については結果、考察を省略する。色相差に有意差が見ら

れた刺激について、色相 の刺激は 値がマイナスの方向へ移

行する傾向が見られた。色相 の刺激は 値がマイナスの方向

へ移行する傾向が見られた。色相 、色相 の刺激は一貫した

傾向が見られなかった。明度差に有意差が見られた刺激につい

て、比較的高明度である 、 、 、 、 、 、

は明度が下降する傾向が見られた。また、比較的低明度である

は明度の上昇が見られた。彩度差に有意差が見られた

刺激について、 、 、 を除く 刺激は彩度が上昇する

傾向が見られた。

先行研究において、本研究と類似した再生の方法で実験が行

われた ら 注 の結果と比較する。 ら 注

の研究では、色記憶の特徴として明度の変化が少なく、ほぼす

べての刺激において彩度の上昇が見られた。また色相は比較的

忠実に記憶されるということが報告された。今回の実験結果で

は、彩度の移行について変化の見られた刺激において、 刺激

中 刺激の彩度が上昇する傾向が見られたことから、先行研

究と一致したと言える。本研究で使用した刺激は、 ら 注

が使用した刺激の分布よりも広範囲から選択した。

ら 注 の刺激と同じ領域 値が ～ の範囲 に分布する

刺激については、明度の移行はほとんど見られなかったことか

ら、先行研究の報告と一致した。また ら 注 の調べ

られていない範囲の色記憶の傾向を調べることができ、その範

囲において、高明度の色は明度が低下し、低明度の色は明度が

上昇する結果が得られた。色相については、 ら 注

の結果において色相の移行はほとんど見られなかったのに対し、

本研究では 刺激中 刺激において色相の移行が見られた。

これは、本実験の再生の手順において、色相の選択を明度・彩

度の選択と分離したという色の選択方法の違いが結果の違いと

して表れた可能性がある。

次に我々の先行研究 注 と比較する。先行研究では明度に

ついて、 値が 以上の刺激において明度の低下がみられる

傾向が報告された。今回の結果においても比較的明度の高い刺

激においては明度の低下が見られ一致していた。彩度について

は、先行研究において８割 刺激中 刺激 の彩度の上昇が

見られており一致していた。また比較的高彩度の色について、

彩度が低下する傾向が報告された。これについて、今回彩度の

低下が見られた 、 、 は各等色相面において比較的高

彩度の色であったことから一致したと言える。色相については、

、 の範囲において、色相の移行に一貫性が見られない

結果が報告された。これは、今回の実験結果においても特に色

相 の分布している 軸付近の刺激に同様の傾向が見られた。

また、色相 が分布する 軸付近の刺激が時計回りに、色相

が分布する 軸の色が反時計回りに移行する結果が報告され

た。これらについても、今回の実験結果において同様の傾向が

見られた。これらのことから、我々の先行研究 注 の結果と

は概ね一致する傾向が見られたといえる。

以上のことから、先行研究も踏まえて一貫した傾向を示して

いる色（ １、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

）に関しては、その結果の再現性からカラーデザインに利

用できる可能性がある。しかも、これらの色の場合、色空間上

で近い位置にある色は、それらの色記憶の移行傾向が似通って

おり、刺激として用いた色以外の色であっても、それらの刺激

の間の色であればおおよその補間ができる可能性がある。ただ

し、１節で述べたように色カテゴリーとの関係も考慮しなくて

はならないため、引き続き６節で議論する。一方、 軸付近
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に分布した色は、色空間上で比較的近くにあるにも関わらず色

相の移行に一貫性が見られなかった。これらの色は、色記憶の

移行データを補間できないばかりか、その実験結果をそのまま

カラーデザインに利用することにも疑問が残る。これについて

も、色カテゴリーとの関係性も踏まえて改めて６節で議論する。

５．カテゴリカルネーミング実験

刺激

４節の色記憶の再生実験で使用した 色を刺激とし、色カ

テゴリーを調べた。

実験環境と実験参加者

実験環境はフォーカル色の再生実験と同様であった。

実験参加者は、 ～ 歳（平均年齢 歳）の学生と職員、

計７名（男性５名、女性２名）が参加した。そのうち、色彩に

ついての学習を受けているものはいなかった。実験前に全実験

参加者に対し、標準色覚検査表 注 を用いた検査を行い色覚

が正常であることを確認した。

手続き

実験参加者は、液晶ディスプレイの画面中央にランダムに呈

示された刺激に対し色名を回答させた。１回目の呈示では、色

名として用いられる単語に制限は設けなかった 自由回答 。

刺激全ての回答後、２回目の呈示では基本色彩カテゴリー

色から強制的に選択し回答させた 強制回答 。刺激の呈示の間

には 秒間のインターバルを設けた。

結果と考察

各刺激の色カテゴリーについて、カテゴリカルネーミング実

験結果を表３に示す。表３は色名について、制限を設けず回答

させた自由回答の実験結果と、基本色彩カテゴリーから回答さ

せた強制回答の実験結果を示している。表中には回答された色

名と、その人数を表示している。自由回答と強制回答の両方に

おいて、黒の回答はなかった。また自由回答では 色名が回

答された。色相 は自由回答ではピンク、桃、ピーチ等の回答

が多い傾向が見られた。内川 注 、 ら 注 の

先行研究では、一般に同一色を表す色名が日本語と英語の両方

で使われている場合、これら二つの色名を一つにまとめて扱っ

ている。今回の場合においても同様に扱うことができると考え

られる。強制回答では主に と が回答された。色相

は自由回答では黄のほかに、黄土と、クリーム、山吹、茶等が

多く回答される傾向が見られた。これは色相 が彩度と明度の

違いによって感じられる色味が大きく異なることを示している。

強制回答では、 の回答が主となった。これらのことから、

色相 の色カテゴリーは基本色彩カテゴリーでは にま

とめられるが、彩度と明度の違いによって認識が異なる傾向が

見られた。色相 は自由回答では緑のほかに、 、 、 、

の比較的明度の高い色において水が回答される傾向が見ら

れた。強制回答では主に と が回答された。色相

は自由回答では青の他に灰と水が多く回答される傾向が見られ

た。強制回答では主に と が回答された。全体的な傾

向として、強制回答による基本色彩カテゴリーからの回答の場

合、１色あるいは２色の色カテゴリーにまとまる。しかし、自

由回答の場合においては彩度、明度の違いによって認識が細か

く異なる傾向が見られた。

６．色記憶の移行と色カテゴリーについて

内川 注３ 、杉山ら 注 の先行研究では、呈示された色の

属する色カテゴリーによって、色記憶の移行先が決定されるこ

とが報告された。色カテゴリーの中心に近い色においては、色

記憶の移行先はその色カテゴリー内に分布し、フォーカル色の

方向へ移行する場合が多い。また、色カテゴリーの境界付近の

色においては、色記憶の移行先が、ひとりの観察者において２
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に分布した色は、色空間上で比較的近くにあるにも関わらず色

相の移行に一貫性が見られなかった。これらの色は、色記憶の

移行データを補間できないばかりか、その実験結果をそのまま

カラーデザインに利用することにも疑問が残る。これについて

も、色カテゴリーとの関係性も踏まえて改めて６節で議論する。

５．カテゴリカルネーミング実験

刺激

４節の色記憶の再生実験で使用した 色を刺激とし、色カ

テゴリーを調べた。

実験環境と実験参加者

実験環境はフォーカル色の再生実験と同様であった。

実験参加者は、 ～ 歳（平均年齢 歳）の学生と職員、

計７名（男性５名、女性２名）が参加した。そのうち、色彩に

ついての学習を受けているものはいなかった。実験前に全実験

参加者に対し、標準色覚検査表 注 を用いた検査を行い色覚

が正常であることを確認した。

手続き

実験参加者は、液晶ディスプレイの画面中央にランダムに呈

示された刺激に対し色名を回答させた。１回目の呈示では、色

名として用いられる単語に制限は設けなかった 自由回答 。

刺激全ての回答後、２回目の呈示では基本色彩カテゴリー

色から強制的に選択し回答させた 強制回答 。刺激の呈示の間

には 秒間のインターバルを設けた。

結果と考察

各刺激の色カテゴリーについて、カテゴリカルネーミング実

験結果を表３に示す。表３は色名について、制限を設けず回答

させた自由回答の実験結果と、基本色彩カテゴリーから回答さ

せた強制回答の実験結果を示している。表中には回答された色

名と、その人数を表示している。自由回答と強制回答の両方に

おいて、黒の回答はなかった。また自由回答では 色名が回

答された。色相 は自由回答ではピンク、桃、ピーチ等の回答

が多い傾向が見られた。内川 注 、 ら 注 の

先行研究では、一般に同一色を表す色名が日本語と英語の両方

で使われている場合、これら二つの色名を一つにまとめて扱っ

ている。今回の場合においても同様に扱うことができると考え

られる。強制回答では主に と が回答された。色相

は自由回答では黄のほかに、黄土と、クリーム、山吹、茶等が

多く回答される傾向が見られた。これは色相 が彩度と明度の

違いによって感じられる色味が大きく異なることを示している。

強制回答では、 の回答が主となった。これらのことから、

色相 の色カテゴリーは基本色彩カテゴリーでは にま

とめられるが、彩度と明度の違いによって認識が異なる傾向が

見られた。色相 は自由回答では緑のほかに、 、 、 、

の比較的明度の高い色において水が回答される傾向が見ら

れた。強制回答では主に と が回答された。色相

は自由回答では青の他に灰と水が多く回答される傾向が見られ

た。強制回答では主に と が回答された。全体的な傾

向として、強制回答による基本色彩カテゴリーからの回答の場

合、１色あるいは２色の色カテゴリーにまとまる。しかし、自

由回答の場合においては彩度、明度の違いによって認識が細か

く異なる傾向が見られた。

６．色記憶の移行と色カテゴリーについて

内川 注３ 、杉山ら 注 の先行研究では、呈示された色の

属する色カテゴリーによって、色記憶の移行先が決定されるこ

とが報告された。色カテゴリーの中心に近い色においては、色

記憶の移行先はその色カテゴリー内に分布し、フォーカル色の

方向へ移行する場合が多い。また、色カテゴリーの境界付近の

色においては、色記憶の移行先が、ひとりの観察者において２
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つの色カテゴリーに同時にまたがって分布することは少なく、

どちらかの色カテゴリーにのみ分布する傾向を報告した。この

色カテゴリーの認識は個人によって異なる。そのため、複数人

による色カテゴリーの認識を調べることによって、各色が特定

の色カテゴリーの中で移行するものか、複数の色カテゴリーに

またがり各個人で移行する方向が異なるのかを判断することは、

再生実験で得られた色記憶の移行データの信頼性を確かめるこ

とにつながると考えられる。

まずは、多くの実験参加者が同一の色カテゴリーに認識した

刺激の結果について述べる。 は一部を後述する

、 、 、 、 について、この５刺激はいずれも

カテゴリカルネーミング実験の強制回答において半数以上の人

が を回答した。また自由回答では、ピンクの他に桜や桃、

ショッキングピンク等、前述したようにピンクと同様に扱うこ

とができると考えられる色名の回答が見られた。図５の

平面においては、 値が 、 値が の付近から、 値が 、

値が の付近まで が分布していることが分かる。これ

らのことから、 の色カテゴリー領域は彩度・色相の幅が広

く、個人による認識の違いが大きい傾向が見られるものの、 、

、 、 、 の５刺激はほぼすべての参加者で の

色カテゴリーに属していたと考えられる。一方、色記憶の移行

について、 平面においては、５刺激全てが時計回りに移行

が見られた。 平面においては、５刺激全ての彩度が上昇し

た。この移行は、先行研究 注３ で述べられているような

のフォーカル色の方向ではなかった。５刺激全ての移行する方

向性に一貫性が見られたことについては、我々の先行研究 注

や他の報告 注９、 にもあるように、各色が分布する位

置の明度や彩度、色相の値に依存していると考えられる。

について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答、自

由回答の両方において が半数を占める傾向が見られた。

は比較的明度の低い色であり、 よりも明度の低い の色

カテゴリーに属していると考えられる。図５のフォーカル色の

分布と色記憶の移行を見ると、 は上記の５刺激と同様に、

平面において時計回りの移行が見られた。また、 は

平面においては明度の上昇が見られた。 のフォーカル色は

、 の領域に分布する傾向が見られており、 はフォ

ーカル色の方向へは移行しているとは言えない結果であった。

これらのことから、 においても、色記憶の移行は刺激の分

布する位置の明度や彩度、色相の値に依存していると考えられ

る。 の色カテゴリーについては、 以外の分布を確認で

きなかったため、周囲の傾向を調べることができなかった。

、 について、この２刺激はいずれもカテゴリカルネー

ミング実験の強制回答において全員が を回答し、自由

回答においても、半数以上の人が黄を回答する傾向が見られた。

図５におけるフォーカル色の分布を見ると、 のフォーカ

ル色は高彩度・高明度の位置に分布している。そのため、この

２刺激は の色カテゴリーの低彩度側に属していると考

えられる。色記憶の移行について、 、 に限らず色相

の刺激は全体的にフォーカル色の分布が少ない方向である反時

計回りに色相の移行が見られた。また、この２刺激は比較的高

明度の色であり、 平面においては、明度の低下が見られた。

このことから、 の色カテゴリー内において、 の

フォーカル色の方向へは移行せず、明度、彩度に依存する移行

となっているように見える。

について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答にお

いて全員 を回答しており、自由回答においても緑系統の

回答が多く見られた。図５におけるフォーカル色の分布を見る

と、 は の色カテゴリーの低彩度側に分布しているこ

とが分かる。このことから は の色カテゴリーに属し

ていると考えられる。色記憶の移行については、 平面にお

いては時計回りに色相の移行が見られた。 平面においては、

彩度の上昇が見られた。このことから、先行研究 注３ と同様

に はフォーカル色の方向へ移行する傾向が見られた。

について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答にお

いて７人中６人が を回答しており、自由回答においても

紺や群青など明度の低い青系の回答が見られた。図５における

フォーカル色の分布を見ると、 のフォーカル色は高彩度の

位置に分布している。 は、カテゴリカルネーミング実験に

おいて灰の回答も見られていることから、 の色カテゴリー

領域の中でも比較的低彩度の位置に属していると考えられる。

色記憶の移行については、 平面においては反時計回りに色

相の移行が見られた。 平面においては、彩度の上昇が見ら

れた。このことから、 は と同様にフォーカル色の方向

へ移行する傾向が見られた。

について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答にお

いては、７人中４人が を回答したが、一方で自由回答

では７人中４人が肌を回答していた。図５のフォーカル色の分

布を見ると、 は周囲にフォーカル色が分布していない。

平面上で見ると の色カテゴリーの低彩度の領域に属し

ていると考えられるが、 は彩度が低く のフォーカル

色とは距離が離れている。また、色記憶の移行について は

比較的高明度の色であるが、他の高明度の色と異なり、明度の

低下が見られなかった。これらのことから、 については、

基本色彩カテゴリーの ではなく、肌色系統の色カテゴ

リーによって認識されており、その中において色記憶の移行が

起きている可能性が考えられる。

、 について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答

においては、全員 を回答する傾向が見られた。自由回答
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を見ると、水や空等、青よりも明度が高いと考えられる色名の

回答が見られた。図５のフォーカル色の分布を見ると、

のフォーカル色は明度が低く、これらの刺激とは距離が離れて

おりフォーカル色の分布は少ない。色記憶の移行について、２

刺激とも 平面において彩度の低下が見られ、 のフォ

ーカル色の方向へは移行していない。これは と同様に、基

本色彩カテゴリーの ではなく水の色カテゴリーによって

認識されており、その中において色記憶の移行が起きている可

能性が考えられる。

上述した 刺激について色記憶の移行を確認したい。これ

らの刺激は、人数を増やした今回の実験においても、内川 注

３ の先行研究と同様に基本色彩カテゴリーに属しその色カテ

ゴリー内で色記憶が移行する傾向が見られた。ただし、必ずし

も色記憶の移行がフォーカル色の方向ではなかった。これは色

記憶の移行が、前節で述べたように刺激の分布する色空間の位

置の明度、色相、彩度に依存した傾向が見られたためである。

また、 、 、 の３刺激については、基本色彩カテゴリ

ーではなく、それぞれ肌や水の色カテゴリーとして認識されて

いると考えれば、同じ色カテゴリーに属した刺激の色記憶の移

行は類似した傾向が見られた。以上のことから、多くの実験参

加者が同一の色カテゴリーに認識した色は、その色カテゴリー

領域の中で滑らかに一貫性を持った色記憶の移行をしていると

考えることができるため、それらの色と色の間の領域について

も、色記憶の移行を補間して考えることができる可能性がある。

また、同一の色カテゴリーの中で一貫性を持った移行の傾向が

見られたデータ 、 、 、 、 は結果の信頼性が

高く、カラーデザインへ利用することも可能であると考えられ

る。例えば、デザイナが意図したイメージをより正確に消費者

や視聴者に伝えるために、色記憶の移行を予め想定したカラー

デザインや、色記憶の移行に伴う色の印象の変化をも想定した

カラーデザインを行うことができるかもしれない。ただし、色

カテゴリー内で１刺激のみの分布しか見られなかったものにつ

いては、上記の傾向を確かめることができなかった。

次に複数の色カテゴリーに認識がばらついた刺激についての

結果を述べる。

について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答にお

いては、 、 、 、 の回答が見られた。自由回

答においても、赤、ピンク、朱等の複数の色名が回答され、ば

らつきが見られた。図５のフォーカル色の分布を見る。 は

複数の色カテゴリーの低彩度の領域にまたがって属していると

考えられる。色記憶の移行については、他の色相 の刺激と同

様に 平面においては時計回りの移行が見られた。

、 について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答

において は 、 は と の回答が見ら

れた。自由回答においては、黄の他に黄土や茶、褐や枯葉の回

答が見られた。図５におけるフォーカル色の分布を見ると、こ

の２刺激は比較的低明度であり のフォーカル色からは

距離がある。そのため と の色カテゴリーの境界

に属していると考えられる。色記憶の移行について、この２刺

激は中明度の色であり、明度の移行が見られていない。また上

述した色相 、 、 の刺激と同様に 平面において反

時計回りの色相の移行が見られた。

以上の 、 、 のように認識される色カテゴリーがば

らついている場合、複数の色カテゴリーの境界部分に属してい

ると考えられる。色記憶の移行への色カテゴリーの影響を支持

するならば、それらの色記憶の移行は平均値として見たときに

意味が無いように考えられる。しかしながら、これらの色記憶

の移行の結果は、刺激の分布する色空間中の位置に依存した色

記憶の傾向が見られた。槙ら 注９ の研究においては、彩度は

中彩度側にずれて記憶される傾向があることを報告した。松田

ら 注７ は のカラーカードを使用した実験では、色相ご

とにおいてトーンの変化を報告した。これらの報告では、本研

究の結果と同様に色空間における色の分布する位置に依存した

色記憶の移行が見られた。色カテゴリーに依存する色移行より

も、色空間中の位置に依存した色移行の影響力が大きい場合が

あることを示しているのかもしれない。このような色の場合、

たとえ個人毎に色カテゴリー判断がばらついたとしても、カラ

ーデザインへ利用することも可能であると予想される。

、 について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答

においては、 が回答される傾向が見られた。しかし、自

由回答を見ると黄以外に、橙、黄土、クリーム、茶、肌等が回

答されており、色相、彩度、明度の異なると考えられる複数の

色名が回答され、ばらつきが見られた。図５のフォーカル色の

分布を見ると、これらの刺激の付近にはフォーカル色の分布が

少なかった。また前述した色相 、 、 の刺激が属する

色カテゴリー 、 、肌 の間に位置していると考え

られる。色記憶の移行について、他の色相 の刺激と異なり

平面において彩度の上昇が見られた。また、 平面において

も他の色相 の刺激と異なり、色相の移行が見られなかった。

、 について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答

においては、 は 、 、 が、 は 、

の回答が見られた。自由回答においては、青、紫、灰、水の回

答が見られた。図５のフォーカル色の分布を見ると、 より

も明度が高いこれらの刺激は、周囲にフォーカル色の分布が少

なかった。 も が回答されていたことから、 軸上に

おける、 値が の範囲はあまり色味が感じられず との

境界にあたる可能性が考えられる。さらに、前述した色相 の

刺激が属する色カテゴリー 、水 の間に位置していると考
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を見ると、水や空等、青よりも明度が高いと考えられる色名の

回答が見られた。図５のフォーカル色の分布を見ると、

のフォーカル色は明度が低く、これらの刺激とは距離が離れて

おりフォーカル色の分布は少ない。色記憶の移行について、２

刺激とも 平面において彩度の低下が見られ、 のフォ

ーカル色の方向へは移行していない。これは と同様に、基

本色彩カテゴリーの ではなく水の色カテゴリーによって

認識されており、その中において色記憶の移行が起きている可

能性が考えられる。

上述した 刺激について色記憶の移行を確認したい。これ

らの刺激は、人数を増やした今回の実験においても、内川 注

３ の先行研究と同様に基本色彩カテゴリーに属しその色カテ

ゴリー内で色記憶が移行する傾向が見られた。ただし、必ずし

も色記憶の移行がフォーカル色の方向ではなかった。これは色

記憶の移行が、前節で述べたように刺激の分布する色空間の位

置の明度、色相、彩度に依存した傾向が見られたためである。

また、 、 、 の３刺激については、基本色彩カテゴリ

ーではなく、それぞれ肌や水の色カテゴリーとして認識されて

いると考えれば、同じ色カテゴリーに属した刺激の色記憶の移

行は類似した傾向が見られた。以上のことから、多くの実験参

加者が同一の色カテゴリーに認識した色は、その色カテゴリー

領域の中で滑らかに一貫性を持った色記憶の移行をしていると

考えることができるため、それらの色と色の間の領域について

も、色記憶の移行を補間して考えることができる可能性がある。

また、同一の色カテゴリーの中で一貫性を持った移行の傾向が

見られたデータ 、 、 、 、 は結果の信頼性が

高く、カラーデザインへ利用することも可能であると考えられ

る。例えば、デザイナが意図したイメージをより正確に消費者

や視聴者に伝えるために、色記憶の移行を予め想定したカラー

デザインや、色記憶の移行に伴う色の印象の変化をも想定した

カラーデザインを行うことができるかもしれない。ただし、色

カテゴリー内で１刺激のみの分布しか見られなかったものにつ

いては、上記の傾向を確かめることができなかった。

次に複数の色カテゴリーに認識がばらついた刺激についての

結果を述べる。

について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答にお

いては、 、 、 、 の回答が見られた。自由回

答においても、赤、ピンク、朱等の複数の色名が回答され、ば

らつきが見られた。図５のフォーカル色の分布を見る。 は

複数の色カテゴリーの低彩度の領域にまたがって属していると

考えられる。色記憶の移行については、他の色相 の刺激と同

様に 平面においては時計回りの移行が見られた。

、 について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答

において は 、 は と の回答が見ら

れた。自由回答においては、黄の他に黄土や茶、褐や枯葉の回

答が見られた。図５におけるフォーカル色の分布を見ると、こ

の２刺激は比較的低明度であり のフォーカル色からは

距離がある。そのため と の色カテゴリーの境界

に属していると考えられる。色記憶の移行について、この２刺

激は中明度の色であり、明度の移行が見られていない。また上

述した色相 、 、 の刺激と同様に 平面において反

時計回りの色相の移行が見られた。

以上の 、 、 のように認識される色カテゴリーがば

らついている場合、複数の色カテゴリーの境界部分に属してい

ると考えられる。色記憶の移行への色カテゴリーの影響を支持

するならば、それらの色記憶の移行は平均値として見たときに

意味が無いように考えられる。しかしながら、これらの色記憶

の移行の結果は、刺激の分布する色空間中の位置に依存した色

記憶の傾向が見られた。槙ら 注９ の研究においては、彩度は

中彩度側にずれて記憶される傾向があることを報告した。松田

ら 注７ は のカラーカードを使用した実験では、色相ご

とにおいてトーンの変化を報告した。これらの報告では、本研

究の結果と同様に色空間における色の分布する位置に依存した

色記憶の移行が見られた。色カテゴリーに依存する色移行より

も、色空間中の位置に依存した色移行の影響力が大きい場合が

あることを示しているのかもしれない。このような色の場合、

たとえ個人毎に色カテゴリー判断がばらついたとしても、カラ

ーデザインへ利用することも可能であると予想される。

、 について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答

においては、 が回答される傾向が見られた。しかし、自

由回答を見ると黄以外に、橙、黄土、クリーム、茶、肌等が回

答されており、色相、彩度、明度の異なると考えられる複数の

色名が回答され、ばらつきが見られた。図５のフォーカル色の

分布を見ると、これらの刺激の付近にはフォーカル色の分布が

少なかった。また前述した色相 、 、 の刺激が属する

色カテゴリー 、 、肌 の間に位置していると考え

られる。色記憶の移行について、他の色相 の刺激と異なり

平面において彩度の上昇が見られた。また、 平面において

も他の色相 の刺激と異なり、色相の移行が見られなかった。

、 について、カテゴリカルネーミング実験の強制回答

においては、 は 、 、 が、 は 、

の回答が見られた。自由回答においては、青、紫、灰、水の回

答が見られた。図５のフォーカル色の分布を見ると、 より

も明度が高いこれらの刺激は、周囲にフォーカル色の分布が少

なかった。 も が回答されていたことから、 軸上に

おける、 値が の範囲はあまり色味が感じられず との

境界にあたる可能性が考えられる。さらに、前述した色相 の

刺激が属する色カテゴリー 、水 の間に位置していると考
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えられる。色記憶の移行について、他の色相 の刺激と異なり

平面において彩度の上昇が見られ、かつ 平面において

時計回りの色相の移行が見られた。このことから特定のフォー

カル色の方向へは移行していない傾向が見られた。

以上の 、 と 、 の刺激は、個人によって認識す

る色カテゴリーにばらつきが見られ、複数の色カテゴリーの境

界部分に属していると考えられる。また、これらの刺激は

値が 付近の低彩度の色が多かったことから、色味の判断が

比較的難しかったと考えられる。これらの刺激の結果では、色

記憶の移行に周囲の刺激と一貫した傾向は見られなかった。こ

れは再生実験で得られたデータの信頼性が低いことを表してい

ると考えられる。現段階ではこれらの刺激における色記憶の移

行データを、カラーデザインに用いるのは危険であると言える。

より実験参加者を増やし、さらに詳細な色カテゴリーを調べる

ことによって個人による認識の違いを明らかにすることができ

れば、これらの刺激の色記憶の移行データも、カラーデザイン

に利用することができるかもしれない。

最後に、 、 、 、 、 について述べる。これら

の刺激に対しては、カテゴリカルネーミング実験の強制回答に

おいては、 もしくは の回答が過半数となった。自由

回答においても、 の白の回答以外はすべて青系統と、緑系

統の回答に分かれる結果が見られた。つまり、多くの実験参加

者が同一の色カテゴリーに認識した刺激であると言える。しか

し、すでに述べた、多くの実験参加者が同一の色カテゴリーに

認識した刺激の結果とは異なり、色空間中で近い位置にあるこ

れらの色は、色記憶の移行について一貫した傾向が見られなか

った。先行研究では、先に述べたように実験刺激として典型的・

特徴的な色を用いられることが多い。そのため、 注

の研究で用いられた緑系統の刺激は、 表色系において、

、 の領域に分布していた。 ら 注６ の研究で用

いられた緑系統の刺激は、 軸付近に分布しているが、緑系

統の刺激は１色しか調べられていないため、周囲の色と比較す

ることはできない。また、この実験において緑の再認の精度は、

調べられた４色の中で最も悪かったことが報告された。このよ

うに、先行研究では、色相 の周囲における色記憶の特徴に関

する報告は少なく、一方で記憶の精度が悪いことが報告されて

いる。

基本色彩カテゴリーの同一の色カテゴリーに認識した刺激で

あっても、このようにばらつきが見られた理由として、色に対

する馴染みの無さが関係していると考えられる。日本の自然の

色を測定すると、色相においては赤～橙～黄～黄緑の範囲に収

まると言われている 注 。色相 の刺激の色は青緑系統の色

であり、図５を見てもわかるように基本色彩カテゴリーにおけ

るフォーカル色の分布が見られない。これらの色は基本色彩カ

テゴリーとしては同一の色カテゴリーとして選択されたが、自

由回答では別の色カテゴリーとして判断されることも多かった。

実験対象とした日本人にとって、日常生活にあまり馴染みのな

い色であった可能性が考えられる。また、色空間の中には系統

色名区分に関わりなく、色名が存在しないノーネイム・ランド

という領域が存在する 注 。マンセル色立体の等色相面に

に採録されている慣用色名をプロットした場合、赤みの黄

等では様々な色名が偏りなく分布するのに対し、青みの緑では

色名が少なくノーネイム・ランドの領域が広い傾向が見られる。

これは、前述したように、青緑系統の領域の色は日常生活にお

ける使用頻度が少ないため、細かな色名が創出されてこなかっ

たためと考えられる。松田ら 注７ の研究では、色記憶の方略

について、１「やさしい感じの赤」などの色名を用いた方法、

２ 「深い海の底のような色」などのイメージを用いた方法、

３ 「自分の持っている服の色」などの具体的なモノの色を想

起する方法、４ 言葉ではなく感覚などで覚えるその他の方法、

の４種類に分類されている。この分類において、青緑系統の領

域の色は記憶を行う際、 １ については、前述した色名の少な

さから使用が難しいと考えられる。 ２ については、日常生活

における馴染みの無さから使用が難しいと考えられる。 ３ に

ついては、青緑に関する経験に依存するため、使用の難易度に

個人差があると考えられる。つまり、これらの色相 の刺激は、

結果的に基本色彩カテゴリーとして認識する色カテゴリー判断

の個人差は小さかったが、そもそも各個人において色カテゴリ

ー及び色名の判別及び記憶が難しい領域であった可能性が考え

られる。そして再生実験では、色カテゴリー認識や色名を手掛

かりに色記憶を再生することが難しく、そのため、色空間中の

近い色であっても色記憶の移行に一貫性が見られなかった可能

性が指摘できる。 、 、 、 、 の色において、基

本色彩カテゴリーとして同一の色カテゴリーに認識した刺激で

あっても色記憶の移行データの信頼性は低く、カラーデザイン

に用いるのは危険であると言える。ただし、色記憶における憶

え易さや憶え難さに関する知見は、カラーデザインのひとつの

要素として扱うことができるかもしれない。例えば、正確な判

断を要するサイン等において、可読性や明視性、識別性の働き

と共にこれらの色記憶に関する知見を用いることによって、よ

り効果的な視覚コンテンツを制作できると考えられる。

７．まとめ

本研究では、 １ どのような色において色記憶の移行の平均

値データをカラーデザインに用いることができそうか、 ２ ど

のような色において得られている色記憶の移行の平均値データ

の間を補間してカラーデザインに用いることができそうか、に

ついての知見を得ることを目的とした。そこで、フォーカル色
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の再生実験と色記憶の再生実験、またカテゴリカルネーミング

実験を行った。そして色カテゴリーと色記憶の移行との関係を

調べることによって、色記憶の移行を色個別の視点と色カテゴ

リーの視点の両方から調べた。その結果、以下の事がわかった。

各色相において、比較的フォーカル色との距離が近い色につい

ては、各基本色彩カテゴリーの中で色記憶の移行が見られた。

色相 や色相 の高明度の色については、水や肌の日常的に用

いられている色名を使用した色カテゴリーの中で色記憶の移行

が起こった可能性が示唆された。また、それらの色は、高明度

の色については明度が低下、中明度の色は明度の変化が少なく、

彩度の変化が見られた色は全体的に彩度が上昇するという傾向

を示した。これらは概ね先行研究と一致し、色記憶の移行が安

定して再現されていると考えられる。このように、基本色彩カ

テゴリーならびに水、肌のフォーカル色との距離が近い色に対

しては、再生実験で得られたデータをカラーデザインへ利用で

きる可能性があることがわかった。しかも、これらの色におい

て、色空間中で近い位置関係にある色記憶の移行は滑らかに連

続している傾向があるため、これら付近の色記憶の移行は近辺

の色記憶の移行データから補間できる可能性がある。

色相 、色相 、色相 の中明度低彩度の領域の色について

は、実験参加者によって色カテゴリーの認識にばらつきが見ら

れた。そのため、これらの領域における再生実験で得られた色

記憶の移行データは、そのままカラーデザインに利用すること

はできないと考えられる。ただし、色カテゴリー認識に個人差

が表れやすい色であっても、色空間における位置に依存した色

の移行の影響の方が強い場合があるという結果も得られた。そ

のような色は、色記憶の移行データをカラーデザインに利用で

きる可能性もある。色カテゴリー認識に依存した色記憶の移行

と、色空間における位置に依存した色の移行の関係については、

今後詳細に研究を進める必要があると考える。

実験で用いた刺激の中で色相 の領域の色については、基本

色彩カテゴリーとして判断に一貫性が見られても、色記憶の移

行データをそのままカラーデザインに利用することができない

と考えられる。色カテゴリーの判断しやすさと、色の記憶しや

すさに関する研究も、今後の課題として興味深い。

また、今回の研究における実験参加者は学生が中心であった。

今後は、幅広い年齢層や、異なる地域の人に対して実験を行う

ことによって、より一般化することのできるデータの蓄積を行

っていくことが求められる。
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